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７月８日(金)、４～６年生児

童は、例年行っている被災地訪

問学習に行ってきました。今年

も陸前高田市に行ってきました

が、今年は２年ぶりに津波伝承

館を訪問しました。伝承館訪問

前に奇跡の一本松を見学し、な

ぜ「奇跡」と呼ばれるのかを学びました。その後は、新たに植

林された松林を眺めながら防潮堤を歩き「祈りの軸」を通って

伝承館に向かいました。 

伝承館では、ガイダンスシアターやゾーン１～４のブースを巡り、津波の歴史や恐ろ

しさ、教訓の生かし方や復興の進み方などを学習してきました。 

児童は職員の方の説明に耳を傾け、たくさんのことを

メモしながら、改めて津波被害のすさまじさを知るとと

もに、今後、自分がどのようなことに気を付けながら過

ごせばいいかということを考えました。 

帰校後はメモをもとに、自分が学んできたことを作文

に書きまとめました。作文に書かれていた内容は様々で

すが、一人一人しっかり学んできたことが分かりました。 

 

 

先月 6 月２１日～２８日に行った家庭学習強化週間の取り組みの様子をお知らせしま

す。８日間のうち、各学年の学習目標時間クリア６日間以上が目標でした。結果は、94％

の達成率、ほぼ全員が６日間以上をクリアしており目標は達成できました。昨年に引き

続きすばらしい結果です。併せて行った調査での、①ほとんどの子が家庭学習は夕飯前

に取り組んでいるということ、②学習の際はテレビを消して取り組んでいるということ

も、昨年通りです。児童の学習をご支援くださいましたご家庭の皆さん、ご協力いただ

きありがとうございました。 

小学生のうちに適切な時間の使い方を身に付けさせることは、今後の生活に大変良い

影響を与えます。よりよい習慣作りに向け、これからも力を携えてまいりましょう。 

 

                              新沼小学校校報 
 

学校教育目標 

夢のつぼみは光に燃えて,さあ挑戦！ 

に   人間性豊かで 

い   命を大切にし 

ぬ   ぬくもりあふれる心と 

ま   学びの力をもつ子ども 



 

 

 春に応募した第６１回平泉芭蕉祭全国俳句大会の結果が届きました。本校からは２年生

以上の児童が全員応募しました。その中から、 

秀逸 ３年 三浦 和莞 さん、 「カナヘビをとったとったよ春の昼」 

佳作 ３年 小野寺 心愛 さん 「見上げるとキレイな笑顔ウメの花」 

佳作 ５年 菊地 結斗 さん  「春の山心おちつくそよ風に」 

の３作品が入選しました。おめでとうございます。応募作品は下記のとおりです。 

 

 

７月１日(金)の昼休みに、計画委員会が中心となりハッピー

コンサートを行いました。今年は例年通り夏の開催でした。 

発表は４・５年生の「ダンス つばめ／YOASOBI」でスター

ト。次に３年生が、自分たちで作った和太鼓でリズムを取りな

がら「合唱 茶摘み」を披露。ここで一呼吸、９月に開催され

る一関地方児童生徒独唱大会に向けての校内予選を行いました。

４名の児童が「歌のにじ」を歌い、美声を競いました。結果は

後ほど。予選後は１・２年生の「合奏 かえるのがっしょう」

と続き、最後は６年生による「ダンス 怪物／YOASOBI」で締

めくくりました。 

長く続いてきたこのコンサートも今回が最後です。子供たち

が独自のパフォーマンスを繰り広げる楽しい場でありました。 

すばらしい

時間を共有

できたこの

催しに感謝

して今、幕

を閉じます。 

ラストメモリー ハッピーコンサート！


